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「1.サンプルの調整」に従い抽出

検体：培地上で発育した
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注：本検査法は、口蹄疫ウイルスを検出するためのものです。
医療行為および人、動物に対する臨床診断等の目的では使用できません。



 ディスポーザブル白金耳(1μL)を使い、NaOH (25mM) 50μlを含む1.5mlマイクロ遠心チューブに、
選択培地または血液寒天培地から新鮮な培養液を接種する

 懸濁液を95～100℃で10分間、加熱

 Tris-HCl buffer (1M,pH7.5)を4μL加え、中和する

 遠心 (20,000×g、4℃、5min)

 上清をtemplate DNAとしてLAMP法に使用する。
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